
七
一

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

は
じ
め
に

　

岩
下
を
研
究
代
表
者
と
す
る
松
岡
神
社
史
料
調
査
研
究
（
以
下
、
本
調
査
研
究
）
は
、
二
〇
一
八
年
度
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
助
成
金

を
交
付
さ
れ
、
年
度
末
に
は
『
松
岡
神
社
史
料
を
用
い
た
調
査
研
究
報
告
書
』（
以
下
、
報
告
書
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
調
査

研
究
を
き
っ
か
け
に
、
松
岡
神
社
史
料
は
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
さ
や
か
な
地
域
貢
献
が
で
き
た
。

　

本
稿
は
、報
告
書
が
、限
ら
れ
た
部
数
し
か
作
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
原
稿
を
も
と
に
松
岡
神
社
史
料
を
学
術
的
に
紹
介
し
、

幕
末
維
新
史
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
調
査
研
究
の
経
緯
を
述
べ
た
い
。
こ
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
手
元
の
手
帳
や
文
書
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
次
に
松
岡

神
社
の
祭
神
松
岡
萬
の
経
歴
等
を
記
す
。
祭
神
で
は
あ
る
が
、
歴
史
学
的
研
究
な
の
で
、
敬
称
や
敬
語
は
用
い
な
い
。
つ
い
で
同
神
社
史
料

の
、
本
調
査
研
究
完
了
時
点
で
の
概
要
・
概
略
を
述
べ
る
。
な
お
、
本
調
査
研
究
の
中
で
特
徴
的
な
史
料
を
随
時
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
回
の
（
一
）
で
は
、研
究
協
力
者Iain

（
イ
ア
ン
） A

rthy
（
ア
ー
シ
ー
）
氏
に
よ
る
史
料
解
題
「
異
国
船
横
濱
到
来
ニ
付
、

水
戸
様
・
毛
利
様
御
立
腹
ニ
付
、
諸
浪
人
出
来
始
末
」（「
異
国
船
到
来
よ
り
天
下
混
乱
之
次
第
（
明
治
四
年
）」）
を
掲
載
し
た
。（
二
）
以

降
で
は
、
同
上
史
料
の
釈
文
（
翻
刻
文
）
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

静
岡
県
藤
枝
市
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岡
神
社
史
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七
二

１
．
松
岡
神
社
調
査
研
究
の
経
緯

　

岩
下
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
幕
末
三
舟
の
ひ
と
り
、
高
橋
泥
舟
の
伝
記
『
高
邁
な
る
幕
臣　

高
橋
泥
舟
』
を
教
育
評
論
社
か
ら
刊
行

し
た
。
こ
の
伝
記
で
は
、
栃
木
県
の
史
跡
足
利
学
校
所
蔵
の
泥
舟
関
係
史
料
や
山
形
県
河
北
町
大
場
勇
人
氏
管
理
の
故
河
越
關
古
所
蔵
高
橋

泥
舟
関
係
史
料
（
現
在
、
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

執
筆
段
階
で
、
泥
舟
が
静
岡
藩
士
と
し
て
居
住
し
て
い
た
田
中
城
の
あ
る
藤
枝
市
を
中
心
に
、
静
岡
県
内
に
は
泥
舟
関
係
史
料
が
い
く
つ

か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た
。特
に
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
に
多
数
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、二
〇
一
三
年
五
月
、

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
藤
田
英
昭
氏
、
明
治
維
新
史
学
会
員
徳
江
靖
子
氏
と
と
も
に
調
査
の
た
め
同
館
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
泥
舟
関

係
の
史
料
を
閲
覧
し
、
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
泥
舟
の
御
用
留
は
、
徳
川
慶
喜
の
水
戸
謹
慎
に
関
す
る
史
料
で
大
変
貴
重
な
史
料

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
後
に
参
考
文
献
の
拙
著
『
江
戸
無
血
開
城
』
に
そ
の
多
く
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
そ
の
後
、
藤
枝
市
内
に
は
、
泥
舟
の
四
男
徧
通
が
養
子
と
し
て
入
っ
た
村
山
家
の
御
子
孫
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の

貴
重
な
所
蔵
史
料
を
、
現
当
主
の
村
山
晴
彦
氏
に
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ち
ら
は
、
東
洋
大
学
『
文
学
部
紀
要
』

第
七
一
（
二
〇
一
七
年
）・
七
二
集
（
二
〇
一
八
年
）
に
翻
刻
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、村
山
晴
彦
氏
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

静
岡
山
岡
鉄
舟
会
の
手
塚
喜
和
子
氏
と
藤
枝
市
の
旧
田
中
藩
士
の
御
子
孫
小
池
吉
弘
氏
で
あ
る
。

　

先
の
調
査
時
、
郷
土
博
物
館
で
は
、
博
物
館
が
立
地
す
る
公
園
の
「
蓮
華
寺
池
」
の
展
示
会
が
あ
り
、
調
査
の
合
間
に
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
す
る
と
、
今
も
残
る
広
大
な
蓮
華
寺
池
を
保
存
す
べ
く
守
っ
た
の
が
、
静
岡
藩
水
利
路
程
掛
の
松
岡
萬
で
あ
る
こ
と
、
萬
は
泥
舟

の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
史
料
は
市
内
岡
部
の
松
岡
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
藤
田
・
徳
江
両
氏
と
松

岡
神
社
に
参
詣
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
部
町
の
駐
在
所
で
、
警
察
官
に
松
岡
神
社
の
行
き
方
や
総
代
を
尋
ね
る
と
、
親
切
に
も
連
絡
を

取
っ
て
下
さ
り
、
面
会
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
初
め
て
参
詣
し
、
総
代
綿
間
瀬
武
生
氏
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。



七
三

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

　

綿
間
瀬
氏
か
ら
、
神
社
史
料
は
年
一
回
曝
書
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
聞
き
し
て
、
次
回
の
曝
書
の
日
程
が
決
ま
っ

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
は
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
で
、
岩
下
が
「
田
中
奉
行
高
橋
泥
舟
」

を
住
民
向
け
に
発
表
し
た
。
そ
の
折
に
も
綿
間
瀬
氏
を
お
訪
ね
し
、
松
岡
神
社
に
参
詣
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
二
〇
一
四
年
三
月
、
念
願

の
曝
書
に
参
加
す
る
こ
と
が
か
な
っ
た
。
興
味
深
い
史
料
の
数
々
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
春
の
曝
書
に
は
所
用
が
あ
っ

て
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
五
月
に
は
神
社
総
代
や
町
内
会
長
ら
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
科
研
費
等
の
研
究
助
成
金
を
申
請
し
て
調
査

研
究
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
の
一
〇
月
松
岡
神
社
祭
礼
で
は
、
松
岡
神
社
社
頭
に
お
い
て
岩
下
が
「
祭
神
松
岡
萬
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
話
を
氏
子
に
向
け
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
二
〇
一
六
年
一
月
の
曝
書
に
も
参
加
し
、
さ
ら
に
こ
の
年
の
八
月
二
一
～

二
二
日
に
は
、
神
社
史
料
の
本
格
的
な
調
査
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
、
岩
下
の
ほ
か
に
、
翻
訳
家
・
古
文
書
研
究
者
イ
ア
ン
・
ア
ー
シ
ー
氏
、

明
海
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
レ
ッ
ジ
講
師
毛
塚
万
里
氏
、
徳
江
靖
子
氏
、
徳
江
寛
氏
、
全
生
庵
副
住
職
本
林
義
範
氏
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

保
存
対
策
と
目
録
作
成
に
着
手
し
、
あ
わ
せ
て
写
真
撮
影
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
一
二
月
一
七
～
一
八
日
に
も
、
ア
ー
シ
ー
、
毛
塚
、
本
林
の

各
氏
が
、
史
料
調
査
を
行
っ
た
。
つ
い
で
、
二
〇
一
七
年
二
月
四
日
～
六
日
も
、
岩
下
お
よ
び
徳
江
・
毛
塚
両
氏
で
調
査
を
行
っ
た
。
う
ち

五
日
に
は
、
岩
下
が
、
藤
枝
市
西
益
津
交
流
セ
ン
タ
ー
で
高
橋
泥
舟
と
松
岡
萬
に
関
す
る
発
表
を
行
い
、
住
民
向
け
に
普
及
を
図
っ
た
。
な

お
こ
の
時
、偶
然
に
も
静
岡
理
工
科
大
学
講
師
都
築
博
子
氏
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、以
後
、調
査
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
間
、
科
研
費
に
は
応
募
し
た
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
六
月
、
井
上
円
了
研
究
助
成
が
決
ま
り
、
調
査
研
究
計
画
を
立
て
、
八
月
一
三
～
一
五
日
、
調
査
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
、

岩
下
、
毛
塚
氏
に
加
え
て
、
都
築
氏
、
東
京
工
業
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
橋
本
真
吾
氏
、
東
洋
大
学
文
学
部
史
学
科
の
川
島
丈
尚
・
岸

本
萌
里
の
両
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
目
録
作
成
と
写
真
撮
影
が
終
了
し
た
。
ま
た
、
一
一
月
に
は
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
の
特
別
展

に
、
廻
沢
町
内
会
か
ら
寄
託
さ
れ
た
松
岡
神
社
史
料
が
展
示
さ
れ
た
。
展
示
を
拝
見
し
、
自
分
た
ち
が
関
わ
っ
た
史
料
が
、
地
元
の
博
物
館



七
四

で
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
感
無
量
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
日
、
廻
沢
地
区
の
住
民
の
方
々
（
氏
子

の
皆
様
）
に
向
け
た
調
査
研
究
発
表
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
岩
下
が
代
表
と
し
て
挨
拶
を
し
、
調
査
研
究
の
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
メ
ン
バ
ー
紹
介
を
し
た
。
そ
し
て
「
松
岡
萬
と
松
岡
神
社
文
書
の
概
要
」
の
報
告
を
も
し
た
。
次
に
、
毛
塚
氏
が
「
御
殿
公
卿
兵
僧

巻
絵
図
」「
知
行
御
割
目
録　

文
政
三
年
六
月
日
」「
知
行
御
割
目
録　

安
政
六
年
」
を
、
橋
本
氏
が
「
岩
松
猫
画
（
新
田
徳
純
）」
を
、
川

島
氏
が
「
谷
文
晁　

中
国
武
人
画
」
を
、
都
築
氏
が
「
異
船
渡
来
」
文
書
を
、
ア
ー
シ
ー
氏
が
「
異
国
船
到
来
よ
り
天
下
混
乱
之
次
第
（
明

治
四
年
）」
を
、
最
後
に
岸
本
氏
が
」「
徳
川
斉
昭 

書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。
全
報
告
の
後
に
は
、
山
岡
鉄
舟
研
究
会
会
員
の
清
水

明
氏
か
ら
、
す
べ
て
の
報
告
に
つ
い
て
、
全
体
的
な
講
評
が
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
聞
い
て
い
た
だ
い
た
廻
沢
地
区
の
住
民
の
方
々
と
報
告
に

関
す
る
質
疑
な
ら
び
に
、
討
論
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
松
岡
神
社
宮
司
の
石
塚
氏
よ
り
、
松
岡
萬
の
家
族
な
ら
び
に
子
孫
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
さ
ら
に
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

話
が
で
た
。
ま
た
、
神
社
総
代
だ
っ
た
綿
間
瀬
氏
よ
り
本
調
査
研
究
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
、
町
内
会
長
の
渡
辺
敏
博
氏
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
対
し
、
な
ぜ
一
五
〇
以
上
あ
る
史
料
の
中
か
ら
こ
れ
ら
の
史
料
を
選
ん
だ
の
か
、
と
の
質
問
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

に
報
告
者
一
人
一
人
が
真
摯
に
回
答
し
た
。
報
告
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
で
報
告
会
に
関
す
る
反
省
会
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
報
告
書
作
成
に

む
け
て
各
報
告
者
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
議
論
を
重
ね
、
合
計
四
時
間
以
上
に
及
ぶ
充
実
し
た
討
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
成
果
が
、
前
述
の
『
松
岡
神
社
史
料
を
用
い
た
調
査
研
究
報
告
書
』
で
あ
る
。
予
算
の
関
係
で
部
数
を
限
定
し
た
の
で
、
松
岡
神
社
関

係
者
、
藤
枝
市
内
公
共
施
設
、
執
筆
者
・
関
係
者
に
し
か
配
付
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
『
文
学
部
紀
要
』
に
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
実

に
あ
り
が
た
い
限
り
で
あ
る
。



七
五

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

２
．
松
岡
萬
の
経
歴
等

　

松
岡
神
社
の
祭
神
松
岡
萬
は
、
高
橋
泥
舟
の
静
岡
藩
時
代
に
お
け
る
公
務
記
録
（
故
河
越
關
古
資
料
「
公
雑
筆
記
」
岩
下
・
高
橋
泥
舟
史

料
研
究
会
編
・
刊
『
高
橋
泥
舟
史
料
集
』
第
二
輯
日
記
類
二
、二
〇
一
五
年
）
の
中
に
た
び
た
び
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
萬
は
、
泥
舟
と

山
岡
鉄
舟
の
共
通
の
門
弟
で
、
明
治
三
、四
年
（
一
八
七
〇
、一
）
当
時
は
静
岡
藩
の
水
利
路
程
掛
を
務
め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
萬
の
名
前
の
呼
び
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
幾
通
り
も
あ
っ
て
、
に
わ
か
に
は
決
め
難
い
。
例
え
ば
、「
つ
も
る
」（『
日
本

人
名
大
事
典
』
一
九
三
八
年
）、「
よ
ろ
ず
」（『
静
岡
大
百
科
事
典
』
一
九
七
八
年
、『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
一
九
八
一
年
、『
幕
末
維
新
人

名
事
典
』
一
九
九
四
年
）、「
ゆ
ず
る
」（『
生
祠
と
崇
め
ら
れ
た
松
岡
萬
』
一
九
九
七
年
、
後
掲
）、「
む
つ
み
」（『
静
岡
県
歴
史
人
物
事
典
』

一
九
九
一
年
）
と
も
あ
る
。
今
回
は
、
と
り
あ
え
ず
「
よ
ろ
ず
」
と
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
は
、
萬
の
経
歴
を
記
し
て
お
く
。
萬
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
江
戸
の
小
石
川
小
日
向
に
鷹
匠
組
頭
松
岡
古
敦
の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
鉄
舟
・
泥
舟
の
住
ま
い
（
播
磨
坂
上
）
の
近
所
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、松
岡
氏
は
紀
州
出
身
の
幕
臣
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、八
代
将
軍
吉
宗
に
従
っ
て
紀
州
藩
士
か
ら
幕
臣
と
な
っ
た
家
柄
で
あ
る
。

　

萬
は
、
学
問
を
中
村
敬
宇
（
正
直
、
甲
府
徽
典
館
学
頭
、
静
岡
学
問
所
教
授
、
明
六
社
、
東
京
大
学
教
授
、
貴
族
院
議
員
）
に
学
び
、
武

芸
は
、
ペ
リ
ー
来
航
後
、
幕
臣
を
鍛
え
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
講
武
所
で
精
進
し
た
と
い
う
。
萬
自
身
は
、
勤
王
派
の
幕
臣
で
あ
り
、
出
羽

の
豪
農
出
身
で
、
剣
術
と
学
問
に
秀
で
た
清
河
八
郎
や
、
前
述
の
山
岡
鉄
舟
、
高
橋
泥
舟
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
講
武
所
で
泥
舟

や
鉄
舟
と
知
り
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
く
に
泥
舟
の
弟
子
と
な
り
、
泥
舟
と
は
特
に
親
し
か
っ
た
。
萬
は
泥
舟
や
鉄
舟
、
清
河
ら
が
深
く
か

か
わ
っ
た
「
浪
士
組
」
の
取
締
と
な
り
、
上
京
も
し
た
。
そ
の
後
、
清
河
が
江
戸
に
も
ど
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
と
、
萬
も
ま
た
江
戸
に
戻
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
清
河
を
重
用
し
た
こ
と
か
ら
泥
舟
や
鉄
舟
が
差
控
え
を
命
じ
ら
れ
る
と
萬
も
表
だ
っ
た
活
動
は
し
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
泥
舟
・
鉄
舟
が
、
復
権
し
た
際
に
は
、
萬
は
泥
舟
が
頭
を
務
め
る
精
鋭
隊
の
頭
取
と
な
り
、
水
戸
で
謹
慎
す
る
た
め
に
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寛
永
寺
を
出
た
慶
喜
を
護
衛
し
た
。
ま
た
、
水
戸
か
ら
静
岡
ま
で
慶
喜
が
移
動
し
た
と
き
に
は
、
や
は
り
護
衛
を
し
た
。
慶
喜
の
信
頼
す
る

泥
舟
が
、
最
も
信
頼
し
た
幕
臣
が
萬
と
言
え
よ
う
。

　

明
治
初
年
に
設
置
さ
れ
た
駿
府
（
の
ち
静
岡
）
藩
で
は
、
小
島
添
奉
行
、
水
利
路
程
掛
、
製
塩
方
、
開
墾
方
な
ど
務
め
た
。
そ
し
て
仕
事

と
し
て
は
、
安
倍
川
の
架
橋
を
企
画
し
、
ま
た
、
磐
田
郡
於
保
村
大
池
・
志
太
郡
蓮
華
寺
池
干
拓
に
関
わ
り
、
両
池
を
残
す
こ
と
に
尽
力
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
廻
沢
山
論
に
関
し
て
は
廻
沢
地
区
に
寄
り
添
っ
た
判
決
を
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
廻
沢
で
は
萬
が
生
き
て
い
る
間

に
松
岡
神
社
を
建
立
し
、
磐
田
於
保
村
で
も
萬
を
祭
神
と
す
る
池
主
神
社
を
建
立
し
て
、
そ
の
恩
に
報
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
裁
決
は
公
平
無
私
で
あ
っ
た
た
め
相
手
方
か
ら
の
報
復
な
ど
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
萬
は
静
岡
県
に
出
仕
し
、

吏
員
の
仕
事
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
は
、
警
視
庁
に
転
出
、
大
警
部
ま
で
務
め
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
年
に
没
し
た
。
享
年

五
十
四
で
あ
っ
た
。
法
名
は
「
孤
松
院
安
息
養
気
不
隣
居
士
」。

　

と
こ
ろ
で
、
松
岡
家
の
墓
所
は
、
東
京
市
ヶ
谷
の
長
泰
寺
（
曹
洞
宗
）
で
あ
る
。
ま
た
谷
中
の
全
生
庵
（
臨
済
宗
国
泰
寺
派
）
に
も
萬
の

個
人
墓
が
あ
る
。
な
お
、
松
岡
萬
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
川
本
武
史
『
生
祠
と
崇
め
ら
れ
た
松
岡
萬
』（
自
費
出
版
、
一
九
九
七
年
）

が
ま
と
ま
っ
た
も
の
あ
る
。
な
お
ま
た
、
関
係
史
料
は
、
藤
枝
市
岡
部
町
岡
部
廻
澤
町
内
会
所
有
の
松
岡
神
社
史
料
が
一
五
六
件
、
磐
田
市

の
池
主
神
社
史
料
六
六
七
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
松
岡
神
社
史
料
は
藤
枝
市
立
郷
土
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
池
主
神
社
史
料
は
磐
田
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
し
て
い
る
。
松
岡
神
社
・
池
主
神
社
史
料
は
と
も
に
松
岡
家
か
ら
寄
進
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
両
神
社
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
地
域
の
人
々
が
萬
に
た
い
へ
ん
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
萬
が
生
き
て
い
る
う

ち
に
神
と
し
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
何
度
も
言
う
が
、
ほ
か
に
あ
ま
り
例
が
な
く
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

　

さ
て
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
岡
萬
は
、
泥
舟
の
「
公
雑
筆
記
」
で
は
、
明
治
四
年
二
月
九
日
の
条
か
ら
登
場
す
る
。
そ
こ
に
は
「
午

前
松
岡
萬
来
ル
、
午
時
よ
り
山
岡
同
道
、
金
谷
（
大
井
川
西
岸
の
宿
駅
、
現
、
島
田
市
）
へ
罷
越
候
由
ニ
而
罷
帰
ル
」
と
あ
っ
て
、
午
前
中
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に
松
岡
が
泥
舟
の
所
に
来
て
、
午
後
か
ら
鉄
舟
に
同
道
し
て
金
谷
に
行
く
の
で
、
萬
は
自
宅
に
帰
っ
た
と
あ
る
。
鉄
舟
は
前
日
か
ら
泥
舟
の

所
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
も
萬
、泥
舟
、鉄
舟
の
交
流
は
密
で
あ
る
。
三
月
一
日
に
は
「
午
後
松
岡
萬
来
ル
、堀
川
筋
御
普
請
之
砌
、

勤
番
組
借
受
候
地
面
入
用
ニ
付
云
々
申
出
、
右
者
元
々
示
談
を
以
借
受
候
ニ
付
、
其
段
申
遣
し
、
支
配
向
へ
直
ニ
懸
合
い
候
様
申
聞
置
」
と

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
堀
川
筋
の
普
請
に
関
し
て
、
勤
番
組
が
借
り
受
け
て
い
る
地
面
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
収
公
し
た
い
と
申
し
出
た
。
こ

れ
は
元
々
、
示
談
を
以
て
借
り
受
け
て
い
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
申
し
遣
し
、
ま
た
支
配
向
へ
直
に
懸
け
合
う
よ
う
に
言
っ
て
お
い
た
と
解

釈
で
き
る
。
堀
川
筋
が
田
中
城
周
辺
の
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
を
指
す
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
松
岡
は
水
利
路
程
掛
の
仕
事
の
た
め
に
泥
舟
に

協
力
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

六
月
五
日
は
「
白
岩
銀
太
郎
、
松
岡
萬
附
属
出
役
被　

命
候
段
相
達
」
と
あ
っ
て
、
藩
士
白
岩
銀
太
郎
が
水
利
路
程
掛
松
岡
萬
の
附
属
出

役
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
達
し
た
と
い
う
。
萬
の
実
直
な
勤
務
ぶ
り
が
、
泥
舟
の
記
録
か
ら
も
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

３
．
松
岡
神
社
史
料
の
概
要

　

萬
は
、
軽
輩
と
は
い
え
、
幕
臣
で
あ
り
、
つ
ま
り
武
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
史
料
群
に
は
武
家
に
必
須
の
史
料
が
あ
る
。
例
え
ば

武
術
関
係
の
史
料
「
鷹
図
」「
武
具
之
図
」「
高
島
流
砲
術
秘
書
」「
武
道
初
心
集
」「
弓
術
」「
名
将
太
刀
図
」「
陣
中
向
心
得
条
」「
御
軍
令
書
」

「
鷹
之
記
」「
新
陰
流
兵
法
目
録
」「
慶
長
軍
記
」「
武
功
吟
味
書
」「
藩
翰
譜
」
な
ど
で
あ
る
。
特
に
「
鷹
図
」「
鷹
之
記
」
は
、
松
岡
家
が
鷹

匠
組
頭
の
家
だ
け
に
重
要
な
史
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
万
葉
集
」
や
「
和
歌
懐
紙
」、「
三
十
六
歌
合
」「
歌
書
」
な
ど
の
国

文
関
係
、
絵
画
史
料
と
し
て
は
「
御
殿
公
卿
兵
僧
巻
絵
図
」
や
谷
文
晁
「
武
人
図
」、
新
田
徳
純
「
岩
松
猫
画
」
な
ど
が
あ
る
。「
御
殿
公
卿

兵
僧
巻
絵
図
」
や
谷
文
晁
「
武
人
図
」、
新
田
徳
純
「
岩
松
猫
画
」
に
関
し
て
は
毛
塚
・
川
島
・
橋
本
報
告
が
『
松
岡
神
社
史
料
を
用
い
た

調
査
研
究
報
告
書
』
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
中
の
掛
け
軸
に
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
松
岡
家
の
床
の
間
に
飾
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ら
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
掛
け
軸
と
い
え
ば
、徳
川
斉
昭
（
同
上
報
告
書
岸
本
報
告
参
照
）、榎
本
武
揚
や
沢
庵
、頼
山
陽
、大
田
蜀
山
人
、

泥
舟
、
鉄
舟
、
江
川
英
龍
な
ど
名
家
の
揮
毫
も
あ
る
。
こ
れ
も
床
の
間
を
飾
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、萬
が
勤
王
的
活
動
し
た
時
期
の
特
徴
的
な
史
料
と
し
て
、「
文
久
雑
録
」「
異
船
渡
来
」「
異
国
船
到
来
よ
り
天
下
混
乱
之
次
第
（
明

治
四
年
）」
な
ど
の
対
外
関
係
を
扱
っ
た
史
料
が
あ
る
。「
異
船
渡
来
」
は
都
筑
報
告
が
掲
載
し
て
あ
り
、「
異
国
船
到
来
よ
り
天
下
混
乱
之

次
第
（
明
治
四
年
）」
は
、
ア
ー
シ
ー
報
告
を
後
掲
し
た
。
萬
の
関
心
が
ど
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
か
が
分
か
る
史
料
で
あ
る
。

　

ま
た
「
御
上
洛
御
警
衛
御
用
沙
汰
帳
」
は
昭
和
三
六
年
の
写
本
な
が
ら
「
浪
士
組
」
に
関
わ
る
史
料
で
、
幕
末
政
治
史
上
、
重
要
だ
（
後

掲
拙
編
『
城
下
町
と
日
本
人
の
心
性
』
参
照
）。
こ
れ
ら
も
含
め
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、松
岡
神
社
史
料
の
な
か
の
い
く
つ
か
は
収
集
史
料
、

す
な
わ
ち
、
史
料
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
萬
や
そ
の
子
孫
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
将
軍
の

朱
印
状
な
ど
は
、
松
岡
家
で
は
な
い
他
家
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
収
集
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
松
岡
神
社
史
料
の
件
数
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
一
五
六
件
で
あ
る
。
総
点
数
は
二
五
八
点
で
あ
る
。
昨
夏
の
調
査
で
、

す
べ
て
の
資
料
の
採
寸
や
写
真
を
撮
り
終
え
、
目
録
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に

秋
に
は
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
に
寄
託
と
な
り
、
一
一
月
に
は
特
別
展
で
一
部
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
が
寄
託
の
き
っ

か
け
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
実
に
意
義
深
い
こ
と
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

今
後
は
、
松
岡
神
社
史
料
の
個
別
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
磐
田
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の
旧
池
主
神
社
所
蔵
史
料
の
悉
皆
調
査
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
松
岡
神
社
と
池
主
神
社
に
史
料
が
分
け
ら
れ
た
の
か
な
ど
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
萬

自
身
や
そ
の
家
族
な
ど
の
調
査
研
究
も
推
進
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
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今
後
、
松
岡
萬
の
総
合
的
研
究
を
進
め
、
い
ず
れ
き
ち
ん
と
し
た
研
究
書
や
伝
記
も
刊
行
し
た
く
思
う
。
萬
の
研
究
は
、
幕
臣
尊
攘
派
の

研
究
で
も
あ
り
、
薩
長
史
観
の
克
服
を
目
指
し
て
も
い
る
。
薩
長
史
観
が
す
べ
て
悪
い
の
で
は
な
い
が
、
薩
長
が
官
軍
で
あ
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
幕
府
・
幕
臣
・
佐
幕
派
は
悪
者
な
い
し
は
明
治
新
政
府
へ
の
抵
抗
勢
力
と
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
学
は
、
善
悪
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
理
性
的
、
客
観
的
に
歴
史
を
、
そ
し
て
萬
を
眺
め
る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
、
幕
臣
に
と
っ
て
明
治
維
新
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
こ
の
古
く
て
新
し
い
問
題
は
、
ど
う
し
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
旧
幕
実
務
吏
僚
層
が
、
ど
の
く
ら
い
新
政
府
の
官
僚
層
に
な
る
の
か
、
そ
の
実
態
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
萬
の
研
究
は
、
そ

う
し
た
観
点
に
も
一
定
の
示
唆
を
あ
た
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

物
事
に
は
光
と
影
が
存
在
す
る
。
幕
臣
の
歴
史
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
影
の
歴
史
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
本
当
の

幕
末
維
新
史
は
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
光
ば
か
り
で
は
、
本
当
の
歴
史
で
は
な
い
。
明
る
い
歴
史
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
。
そ
う
し
た
こ

と
を
も
知
ら
し
め
て
く
れ
る
の
が
、
松
岡
神
社
史
料
な
の
で
あ
る
。

主
な
参
考
文
献

岩
下
哲
典
編
著
『
徳
川
慶
喜
─
そ
の
人
と
時
代
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）。

同
『
高
邁
な
る
幕
臣　

高
橋
泥
舟
』（
教
育
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）。

同
『
城
下
町
と
日
本
人
の
心
性
』（
共
編
著
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。

岩
下
哲
典
『
病
と
む
き
あ
う
江
戸
時
代
』（
北
樹
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

同
「
史
料
紹
介　

村
山
家
文
書
の
高
橋
泥
舟
関
係
書
簡
に
つ
い
て
（
上
）（
下
・
完
）」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
一
集
・
第
七
二
集
（
史
学
科
篇
第
四
三
号
・

四
四
号
、
二
〇
一
七
年
・
二
〇
一
八
年
）

同
『
江
戸
無
血
開
城
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。
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〇

付
記

本
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
本
文
に
記
し
た
以
外
に
下
記
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

服
部
英
昭　

藁
科
光
彦　

海
野
一
徳

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
本
研
究
は
二
〇
一
八
年
度
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
助
成
金
を
交
付
さ
れ
た
。

史
料
解
題
「
異
国
船
横
濱
到
来
ニ
付
、
水
戸
様
・
毛
利
様
御
立
腹
ニ
付
、
諸
浪
人
出
来
始
末
」（「
異
国
船
到
来
よ
り
天
下
混
乱
之
次
第
（
明

治
四
年
）」
資
料
番
号
九
九
、一
冊
、
全
一
一
三
丁
、
三
三
・
五
×
二
四
・
二
㎝
）

�

解
題
執
筆
者Iain

（
イ
ア
ン
） A

rthy

（
ア
ー
シ
ー
）

は
じ
め
に

　
「
異
国
船
横
濱
到
来
ニ
付
、
水
戸
様
・
毛
利
様
御
立
腹
ニ
付
、
諸
浪
人
出
来
始
末
」（
以
下
、
本
史
料
）
は
全
一
一
三
丁
の
大
部
の
冊
子
で
、

明
治
四
年
末
頃
に
、
下
野
国
足
利
郡
大
沼
田
村
（
現
・
栃
木
県
足
利
市
）
の
村
役
人
・
源
田
五
郎
右
衛
門
が
幕
末
・
維
新
史
に
つ
い
て
ま
と

め
た
雑
記
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、ま
ず
本
史
料
の
性
格
や
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
、次
に
史
料
と
し
て
の
価
値
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、

静
岡
県
の
松
岡
神
社
に
伝
わ
っ
た
経
緯
を
論
じ
る
。
な
お
、
付
表
１
で
は
、
本
史
料
の
概
要
を
示
し
た
。



八
一

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

付
表
１　

本
史
料
の
概
要

写
真
NO
内
容

備
考

001

「
異
国
船
横
濱
到
来
ニ
付
、
水
戸
様
・
毛
利
様
御
立
腹
ニ
付
、
諸
狼
人
出
来

始
末
」

002

「
嘉
永
六
丑
年
ゟ
異
国
船
到
来
ゟ
今
明
治
四
未
年
迠
天
下
混
乱
之
次
第
爰
に

印
置
候
」

全
体
の
内
容
を
端
的
に
示
す

003
─

004

天
下
の
騒
乱
と
米
価
の
関
係
。
米
価
に
関
す
る
狂
歌
一
首
。

004
─

019

ペ
リ
ー
来
航
、「
公
方
様
」（
家
慶
）
の
死
去
（
毒
殺
）、
海
防
体
制
の
整
備

（
1
8
5
3
・
6
〜
）

「
此
時
御
大
老
井
伊
掃
部
頭
殿
」（
011
）。
家
慶
と
家
定
を
混
同
か
。
海
防
体

制
を
「
前
代
見
物
候
」（
017
）。「
前
代
」
は
作
成
者
五
郎
右
衛
門
の
先
代
か
。

019

大
沼
田
村
、
御
台
場
普
請
の
た
め
森
林
伐
採
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
1
8
5
4
・

1
─

3
）

019
─

034

桜
田
門
外
の
変
と
彦
根
藩
の
減
封
（
1
8
6
0
─

62
）

1
8
5
4
年
〜
1
8
6
0
年
の
出
来
事
を
数
行
に
圧
縮
。
桜
田
門
外
の
変

よ
り
「
天
下
一
統
大
乱
」
と
な
る
（
026
）。

034
─

040

将
軍
家
茂
の
上
洛
に
際
す
る
拝
領
銀
の
下
賜
（
1
8
6
3
・
3
）

出
典
：
瓦
版
「
御
上
洛
ニ
付
拝
領
銀
被
下
置
候
事
」

040
─

046

上
総
国
の
真
忠
組
騒
動
（
1
8
6
3
・
12
〜
）

046
─

049

天
狗
党
の
乱
と
大
沼
田
村
の
近
在
（
1
8
6
4
）

050
─

063

長
州
藩
の
動
き
と
京
都
の
政
治
状
況
（
1
8
6
4
）

063
─

069

天
狗
党
の
降
参
・
斬
罪
（
1
8
6
4
─

65
）

069
─

073

第
二
次
（
？
）
長
州
征
伐
に
関
す
る
川
柳
（
1
8
6
6
？
）

第
二
次
長
州
征
伐
に
関
す
る
も
の
な
ら
時
代
が
前
後
す
る

073
─

082

天
狗
党
の
乱
（
1
8
6
4
─

65
）

順
番
が
前
後
し
て
い
る
。
八
木
宿
・
梁
田
宿
（
現
・
足
利
市
）
を
通
行
し

た
際
の
天
狗
党
諸
隊
の
旗
印
に
関
す
る
記
述
と
図
（
073
─

075
）
は
作
成
者
自

身
の
目
撃
情
報
か
。

082
─

114

第
二
次
長
州
征
伐
（
1
8
6
5
─

66
）
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二

083
─

100

幕
府
軍
の
陣
容

100
─

114

長
州
軍
の
陣
容

大
沼
田
村
の
殿
様
真
田
造
二
郎
は
御
書
院
御
番
組
頭
、「
大
坂
表
ニ
而
御
暇

給
り
帰
府
仕
候
」（
088
）

114
─

117

出
流
山
事
件
（
1
8
6
7
・
11
─

12
）

「
當
家
親
類
」
も
浪
人
側
に
加
わ
る
（
115
）、
大
沼
田
村
か
ら
数
人
幕
府
側

の
鉄
炮
人
足
と
し
て
徴
集
（
116
）

117
─

121

戊
辰
戦
争
：
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
と
官
軍
の
関
東
平
定（
1
8
6
8
・
1
─

2
）
大
沼
田
村
、
明
治
新
政
府
の
触
書
を
請
け
取
り
、
寄
場
と
し
て
組
合
村
に

配
布
（
120
─

121
）

121

戊
辰
戦
争
：
梁
田
宿
合
戦
（
1
8
6
8
・
3
）

「
梁
田
宿
之
女
郎
共
當
村
迠
迯
来
」「
合
戦
見
物
之
人
々
山
の
ご
と
く
」「
大

沼
田
村
ゟ
人
足
三
十
六
人
差
出
」

122

「
所
々
打
こ
わ
し
」（
1
8
6
8
・
3
）

123
─

124

戊
辰
戦
争
：
宇
都
宮
を
巡
る
攻
防
（
1
8
6
8
・
4
）

124

大
沼
田
村
の
地
頭
・
小
栗
忠
順
の
斬
殺
と
そ
の
知
行
所
の
上
地（
1
8
6
8
・

閏
4
─

5
）

125
─

128

大
沼
田
村
の
村
政
。「
會
津
降
参
」
ま
で
の
戊
辰
戦
争
の
展
開
（
1
8
6
8
・ 

閏
4
─

9
）

大
沼
田
村
等
、
助
郷
を
命
ぜ
ら
れ
、
白
河
戦
線
へ
人
足
の
提
供
も
命
ぜ
ら

れ
る

128
─

130

日
光
県
の
県
政
等
。
元
旗
本
の
処
分
（
1
8
6
9
─

70
）。

（
131
─

168
）

131
─

168
は
時
代
が
前
後
す
る
。
本
来
040
の
将
軍
家
茂
の
上
洛
と
真
忠
組
騒
動

の
間
に
入
る
べ
き
か
。

131
─

149
「
薩
摩
武
鑑
」（
1
7
2
9
）

薩
摩
藩
主
島
津
継
豊
と
徳
川
綱
吉
の
養
女
竹
姫
と
の
婚
姻
に
際
し
、
島
津

家
士
の
知
行
高
・
役
所
等
を
幕
府
に
報
告
し
た
も
の
。
次
の
「
薩
英
戦
争

之
次
第
」
と
の
関
連
で
掲
載
か
。

150
─

153
「
薩
英
戦
争
之
次
第
」（
1
8
6
3
・
7
）

薩
英
戦
争
に
関
す
る
1
8
6
3
・
8
の
御
達
し
と
称
す
る
も
の
の
写
し
。

「（
イ
ギ
リ
ス
側
の
）
上
中
下
官
マ
ト
ロ
ス
千
九
百
八
十
四
人
討
取
、
軍
艦
二

艘
・
商
船
三
艘
・
英
夷
四
百
四
人
生
捕
」
等
、史
実
と
異
な
る
点
が
目
立
つ
。



八
三

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

本
史
料
の
性
格

本
史
料
の
内
容
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、
冒
頭
に
あ
る
序
文
と
も
言
え
る
つ
ぎ
の
記
述
で
あ
る
。

「
嘉
永
六
丑
年
ゟ
異
国
船
到
来
ゟ
今
明
治
四
未
年
迠
天
下
混
乱
之
次
第
、
爰
に
印
置
候
」

つ
ま
り
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
の
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
ま
で
の
、
約
一
八
年
間
続
い
た
混
乱
期
の
記
録
を
意
図
し

154
─

163

横
浜
住
居
越
前
屋
藤
右
衛
門
建
白
書
（
1
8
6
3
・
8
）

改
心
し
た
横
浜
商
人
の
攘
夷
論

163
─

168

天
誅
組
の
変
な
ど
尊
王
攘
夷
運
動
（
1
8
6
3
・
6
─

8
）

168
─

169
「
徳
川
天
下
滅
亡
之
次
第
」（
旗
本
の
処
遇
含
む
）

「
天
下
泰
平
ニ
而
安
楽
ニ
暮
し
け
る
」
の
に
、
維
新
後
は
「
な
さ
け
な
き
事

と
も
成
行
け
る
」

170

「
當
村
旧
地
頭
成
行
之
次
第
」

171
─

176

幕
府
・
維
新
政
府
役
所
名
相
当
表

177
─

180

維
新
政
府
の
要
職
一
覧
（
府
知
事
を
含
む
）（
1
8
6
9
・
2
）

180
─

182
「
諸
国
県
々
之
次
第
」（
1
8
6
9
・
3
）

県
名
と
「
県
知
事
」
の
一
覧

182
─

184
「
奥
羽
両
國
分
國
之
次
第
」（
1
8
7
0
）

但
し
、
内
容
は
奥
羽
各
国
の
石
高

184
─

186

明
治
政
府
の
寺
社
政
策
（
1
8
6
9
─

1
8
7
1
）

大
沼
田
村
の
宝
蔵
寺
の
住
職
（
山
伏
）、
復
飾
し
て
飯
塚
播
種
と
改
名
、
神

主
と
な
る
（
1
8
7
1
）

187
─

190

旧
旗
本
の
処
分
。
大
沼
田
村
の
四
給
（
四
人
の
地
頭
）
と
各
給
の
名
主
等
。
1
8
7
0
・
8
、
大
沼
田
村
等
一
村
一
給
（
名
主
一
人
制
）
と
な
る

190
─

192

廃
藩
置
県
と
県
の
変
遷

193
─

206

大
沼
田
村
関
係
文
書
６
点

付
表
２
参
照
。
192
及
び
195
に
は
関
連
の
地
の
文
あ
り
。

207

奥
書

「
源
田
五
郎
右
衛
門
書
之
置
者
也
」

208

裏
表
紙

墨
付
な
し

083
─

100

幕
府
軍
の
陣
容

100
─

114

長
州
軍
の
陣
容

大
沼
田
村
の
殿
様
真
田
造
二
郎
は
御
書
院
御
番
組
頭
、「
大
坂
表
ニ
而
御
暇

給
り
帰
府
仕
候
」（
088
）

114
─

117

出
流
山
事
件
（
1
8
6
7
・
11
─

12
）

「
當
家
親
類
」
も
浪
人
側
に
加
わ
る
（
115
）、
大
沼
田
村
か
ら
数
人
幕
府
側

の
鉄
炮
人
足
と
し
て
徴
集
（
116
）

117
─

121

戊
辰
戦
争
：
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
と
官
軍
の
関
東
平
定（
1
8
6
8
・
1
─

2
）
大
沼
田
村
、
明
治
新
政
府
の
触
書
を
請
け
取
り
、
寄
場
と
し
て
組
合
村
に

配
布
（
120
─

121
）

121

戊
辰
戦
争
：
梁
田
宿
合
戦
（
1
8
6
8
・
3
）

「
梁
田
宿
之
女
郎
共
當
村
迠
迯
来
」「
合
戦
見
物
之
人
々
山
の
ご
と
く
」「
大

沼
田
村
ゟ
人
足
三
十
六
人
差
出
」

122

「
所
々
打
こ
わ
し
」（
1
8
6
8
・
3
）

123
─

124

戊
辰
戦
争
：
宇
都
宮
を
巡
る
攻
防
（
1
8
6
8
・
4
）

124

大
沼
田
村
の
地
頭
・
小
栗
忠
順
の
斬
殺
と
そ
の
知
行
所
の
上
地（
1
8
6
8
・

閏
4
─

5
）

125
─

128

大
沼
田
村
の
村
政
。「
會
津
降
参
」
ま
で
の
戊
辰
戦
争
の
展
開
（
1
8
6
8
・ 

閏
4
─

9
）

大
沼
田
村
等
、
助
郷
を
命
ぜ
ら
れ
、
白
河
戦
線
へ
人
足
の
提
供
も
命
ぜ
ら

れ
る

128
─

130

日
光
県
の
県
政
等
。
元
旗
本
の
処
分
（
1
8
6
9
─

70
）。

（
131
─

168
）

131
─

168
は
時
代
が
前
後
す
る
。
本
来
040
の
将
軍
家
茂
の
上
洛
と
真
忠
組
騒
動

の
間
に
入
る
べ
き
か
。

131
─

149
「
薩
摩
武
鑑
」（
1
7
2
9
）

薩
摩
藩
主
島
津
継
豊
と
徳
川
綱
吉
の
養
女
竹
姫
と
の
婚
姻
に
際
し
、
島
津

家
士
の
知
行
高
・
役
所
等
を
幕
府
に
報
告
し
た
も
の
。
次
の
「
薩
英
戦
争

之
次
第
」
と
の
関
連
で
掲
載
か
。

150
─

153
「
薩
英
戦
争
之
次
第
」（
1
8
6
3
・
7
）

薩
英
戦
争
に
関
す
る
1
8
6
3
・
8
の
御
達
し
と
称
す
る
も
の
の
写
し
。

「（
イ
ギ
リ
ス
側
の
）
上
中
下
官
マ
ト
ロ
ス
千
九
百
八
十
四
人
討
取
、
軍
艦
二

艘
・
商
船
三
艘
・
英
夷
四
百
四
人
生
捕
」
等
、史
実
と
異
な
る
点
が
目
立
つ
。



八
四

た
も
の
で
あ
る
。「
今
明
治
四
未
年
」
と
あ
る
の
で
、
本
史
料
が
明
治
四
年
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
最
も
新
し
い
記
述
が
、
明
治
四

年
十
一
月
の
関
東
地
方
の
府
県
の
再
編
成
に
関
す
る
布
告（

（
（

の
一
部
を
引
用
し
た
も
の
な
の
で
、編
纂
時
期
は
明
治
四
年
末
頃
と
限
定
で
き
る
。

記
録
を
残
し
た
い
と
い
う
作
成
意
図
は
奥
書
の
和
歌
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

「
書
置
し　

形
見
と
な
れ
や　

筆
の
あ
と　

し
ら
セ
た
き
ま
　ゝ

残
す
こ
と
之
葉
」

そ
の
左
下
に
「
源
田
五
郎
右
衛
門　

書
之
置
者
也
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
成
者
は
源
田
五
郎
右
衛
門
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る（
（
（

。
源
田
五
郎
右
衛
門
は
本
史
料
の
後
半
に
数
回
出
て
く
る「
五
郎
右
衛
門
」と
同
人
物
と
思
わ
れ
る
。
五
郎
右
衛
門
は
明
治
元（
一
八
六
八
）

年
十
一
月
の
時
点
で
下
野
国
足
利
郡
大
沼
田
村
の
名
主
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
前
後
に
組
頭
も
務
め
て
い
る
。
な
お
、
奥
書
を
除
く
最
後
の

数
丁
は
、
筆
跡
が
そ
れ
ま
で
の
も
の
と
も
奥
書
と
も
明
ら
か
に
異
な
る
。
従
っ
て
、
源
田
五
郎
右
衛
門
単
独
の
作
成
で
は
な
く
、
協
力
者
が

い
た
よ
う
で
あ
る
。
最
後
の
数
丁
を
除
く
本
文
は
筆
跡
が
奥
書
に
よ
く
似
て
い
る
の
で（

（
（

、
五
郎
右
衛
門
自
身
が
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

歴
史
の
記
録
を
意
図
し
た
も
の
と
は
い
え
、
本
史
料
は
体
系
的
な
歴
史
書
や
ま
と
ま
っ
た
回
想
録
な
ど
で
は
な
く
、
雑
駁
な
内
容
か
ら
成
っ

て
お
り
、
次
の
四
つ
の
構
成
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。

（
一
）　

幕
府
・
諸
藩
・
尊
攘
派
の
志
士
・
明
治
政
府
等
の
発
し
た
文
書
を
は
じ
め
、
多
種
多
様
な
史
料
を
書
写
し
た
も
の
（
以
下
、「
引
用

史
料
」）

（
二
）　

大
沼
田
村
に
関
す
る
文
書
を
書
写
し
た
も
の
（
以
下
、「
大
沼
田
村
関
係
文
書
」）

（
三
）　

お
そ
ら
く
作
成
者
自
身
が
書
い
た
、
叙
述
や
解
説
（
以
下
、「
地
の
文
」）

（
四
）　

見
出
し
等
、
朱
書
き
で
書
か
れ
た
部
分
（
以
下
、「
朱
書
き
部
分
」）

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
（
一
）の
引
用
史
料
は
本
史
料
の
大
半
を
占
め
、内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。ペ
リ
ー
来
航
と
将
軍
徳
川
家
慶
の
死
去
に
関
す
る
も
の
、
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五

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

桜
田
門
外
の
変
に
関
す
る
も
の
、尊
王
攘
夷
運
動
や
天
狗
党
の
乱
に
関
す
る
も
の
、薩
英
戦
争
に
関
す
る
も
の
、長
州
征
伐
に
関
す
る
も
の
、

明
治
新
政
府
の
触
書
等
、
様
々
な
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
末
維
新
と
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い
、
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年

に
薩
摩
藩
主
島
津
継
豊
が
幕
府
に
提
出
し
た
と
前
書
き
さ
れ
て
い
る
「
薩
摩
武
鑑
」（

（
（

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
直
後
に
薩
英
戦
争
に
関
す
る
御

達
し
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
関
連
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ほ
と
ん
ど
の
引
用
史
料
に
つ
い
て
は
、
作
成
者
が
入
手
し
た
経
路
が
判
然
と
し
な
い
中
、
一
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
手
経
路
が
本
史
料

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
後
半
部
分
の
明
治
新
政
府
の
触
書
は
、
当
村
（
大
沼
田
村
）
の
役
人
が
梁
田
宿
（
現
・
足
利
市
）
に
召
し
出
さ
れ
て

請
け
取
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
三
月
、
将
軍
徳
川
家
茂
の
上
洛
に
際
し
、
京
都
町
人
に
拝
領
銀
が
下
さ
れ
た
旨
の

長
文
が
載
っ
て
い
る
が
、
同
文
の
瓦
版
が
、
世
の
中
に
現
存
す
る
の
で（

（
（

、
お
そ
ら
く
そ
の
瓦
版
、
あ
る
い
は
そ
の
瓦
版
の
写
し
を
写
し
た
も

の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
引
用
史
料
に
は
多
く
の
誤
写
が
あ
り
、
甚
だ
し
い
も
の
で
は
解
釈
不
能
な
箇
所
も
あ
る
。
そ
の
一
例
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年

四
月
、
将
軍
家
茂
が
朝
廷
に
提
出
し
た
奉
答
書
の
次
の
く
だ
り
で
あ
る
。
本
史
料
で
は
、「
右
聖
旨
之
趣
護
而
奉
畏
候
、
臣
家
も
不
有
難
任

其
任
候
へ
共
、
盡
精
力
職
黨
相
立
候
様
、
勉
勵
可
仕
候
」
と
な
っ
て
お
り
、
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
他
の
文
献
で
確
認
す
る
と
、
原
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

「
右
聖
旨
之
趣
謹
而
奉
レ
畏
候
、
臣
家
茂
不
肖
難
レ
堪
二
其
任
一
候
得
共
、
盡
二
精
力
一
職
掌
相
立
候
様
、
勉
勵
可
レ
仕
候
」（

（
（

　

将
軍
の
諱
「
家
茂
」
の
「
茂
」
を
変
体
仮
名
と
取
り
違
え
た
の
か
、
平
仮
名
の
「
も
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
本
文
の
乱
れ
は
著
し
い
。

ほ
ぼ
全
文
を
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
乱
れ
は
作
成
者
の
知
識
不
足
や
不
注
意
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
書
写
し
た
史
料
に

す
で
に
誤
写
が
多
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
作
成
者
の
手
元
に
あ
っ
た
も
の
は
、
原
本
の
写
し
を
更
に
幾
度
と
な
く
写
し
た
も
の
で
、
粗

悪
だ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
誤
写
が
多
く
、
か
な
り
読
み
に
く
い
も
の
と
は
い
え
、
引
用
史
料
を
更
に
調
査
す
る
必
要
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が
あ
る
。
他
の
文
献
と
照
合
し
て
出
典
を
同
定
で
き
た
も
の
は
ま
だ
ご
く
一
部
で
、
中
に
は
未
発
見
・
未
発
表
の
史
料
も
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
二
）
の
大
沼
田
村
関
係
文
書
は
全
て
一
八
六
八
年
の
も
の
で
、大
沼
田
村
側
が
差
し
出
し
た
も
の
が
五
点
、役
所
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の

が
一
点
、合
計
六
点
で
あ
る（
付
表
２
参
照
）。六
点
と
も
本
史
料
の
末
尾
に
あ
る
、筆
跡
が
違
う
数
丁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
明
ら
か
な
数
字

の
誤
写
が
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
村
に
直
接
関
わ
る
内
容
な
だ
け
に
、か
な
り
正
確
な
写
し
と
思
わ
れ
る
。

付
表
２　

本
史
料
所
収
の
大
沼
田
村
関
係
文
書

番
号

内
容

年
月
（
日
）

差
出
人
・
作
成
者

宛
先

193

差
上
申
御
請
一
札
之
事
（
194
─

195
の

「
覚
」
に
対
す
る
請
書
）

（
慶
應
四
年
）
閏
四
月
十
八
日

大
沼
田
村
役
人
惣
代

館
林
御
代
官
様
御
役
所

194
─

195
覚
（
官
軍
に
よ
る
人
足
動
員
令
）

（
慶
應
四
年
）
閏
四
月
十
八
日

館
林
代
官
役
所

大
沼
田
村
、
北
猿
田
村
並
び
に
そ
の

組
合
村

195
─

196
差
出
申
一
札
之
事
（
御
請
書
日
延
願

い
）

慶
應
四
年
閏
四
月

大
沼
田
村
他
二
十
五
ケ
村
の
惣
代

足
利
町
新
田
御
役
人
中
様

197
─

200
足
利
町
軍
夫
相
勤
候
御
書
上
写

明
治
元
辰
年
十
二
月

大
沼
田
村
、
鵤
木
村
、
利
保
村
、
八

椚
村

軍
夫
御
役
所

201
─

203
御
官
軍
様
御
出
張
ニ
付
、
差
上
申
御

請
書
之
事

慶
應
四
辰
年
四
月

大
沼
田
村
百
姓
代
・
与
頭
・
名
主

足
利
藩
御
役
所
御
中

203
─

206
元
大
沼
田
村
組
合
拾
三
ケ
村
石
高
幷

御
地
頭
・
領
主
、
如
左

明
治
元
辰
年
十
二
月

大
沼
田
村
百
姓
代
・
組
頭
・
名
主

官
軍
御
林
掛
り
鈴
木
小
十
郎
様

注
：
194
─

195
の
館
林
代
官
役
所
発
行
の
「
覚
」
は
、
厳
密
に
い
う
と
193
の
請
書
の
一
部
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
請
書
の
原
本
で
は
、
日
付
・
差
出
人
・
宛
名
の
後
に
館
林
代
官
役
所

発
行
の
「
覚
」
が
そ
の
ま
ま
写
し
て
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
整
理
の
都
合
上
、
別
の
文
書
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。



八
七

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

　
（
三
）
の
地
の
文
は
、
引
用
史
料
や
大
沼
田
村
関
係
文
書
に
関
す
る
解
説
、
特
定
の
事
件
に
関
す
る
叙
述
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。

一
八
六
七
年
末
、
薩
摩
藩
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
浪
士
隊
が
下
野
国
出
流
山
（
い
ず
る
さ
ん
）
に
結
集
し
た
出
流
山
事
件
か
ら
、
一
八
六
八

年
前
半
の
野
州
に
於
け
る
戊
辰
戦
争
の
展
開
・
明
治
新
政
府
に
よ
る
支
配
の
確
立
ま
で
の
顛
末
を
描
い
た
記
事
が
特
に
詳
し
い
。
筆
跡
の
違

う
末
尾
部
分
に
も
、
地
の
文
と
分
類
で
き
る
記
述
も
見
受
け
ら
れ
る
（
大
沼
田
村
関
係
文
書
を
解
説
す
る
も
の
）。
地
の
文
は
、
奥
書
に
「
書

之
置
」
と
あ
る
源
田
五
郎
右
衛
門
自
身
の
執
筆
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
実
際
、
地
の
文
に
は
「
当
村
」
と
い
う
単
語
が
頻
出
し
て
お

り
、
五
郎
右
衛
門
が
村
役
人
を
勤
め
た
大
沼
田
村
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い（

（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
書
い
た
本
人
が
犯
し
そ
う
に
な
い
字
の
誤
り
も
散
見
さ
れ
る
。
出
流
山
事
件
の
際
に
決
起
し
た
浪
人
は
馬
印
に
「
十
丁

之
幟
」
を
押
し
立
て
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
島
津
家
の
家
紋
、
丸
に
十
の
字
を
指
す
の
で
、「
十
字
之
幟
」
の
間
違
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
足
利
郡
の
渋
垂
村
（
し
ぶ
た
れ
む
ら
）
の
村
名
は
「
渋
乗
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
、
地
の
文
の
中
に
は
、
本
史
料
が
編
纂
さ
れ
た
明
治
四
年
以
前
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
前
述
の
一
八
六
七
年
末
か

ら
一
八
六
八
年
前
半
ま
で
の
情
勢
を
描
い
た
長
文
の
記
事
は
「
抑
、
此
度
産
（
薩
）
州
浪
人
出
来
候
而
大
合
戦
ニ
相
成
候
義
」
と
始
ま
り
、

「
此
度
」
は
戊
辰
戦
争
の
勃
発
の
時
期
を
指
す
。
ま
た
、
同
じ
記
事
の
中
で
、「
慶
應
四
年
辰
二
月
日
」
の
日
付
の
あ
る
明
治
政
府
の
触
書
は

「
今
般
御
触
書
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
他
の
地
の
文
に
も
、「
今
慶
應
四
年
辰
三
月
」「
今
慶
応
元
辰
年
」（
但
し
「
元
」
は
朱
書
き
で
「
四
」

に
直
し
て
あ
る
）
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
い
ず
れ
も
、
も
と
も
と
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
書
か
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
地
の
文
は
五
郎
右
衛
門
が
本
史
料
編
纂
の
時
点
で
全
文
書
き
下
ろ
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
一
部
は
自
身
の
以
前
の

手
記
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
の
場
合
、
散
見
さ
れ
る
誤
字
は
五
郎
右
衛
門
自
身
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
末
尾
の
筆
跡
の
違
う
部
分
に
あ
る
地
の
文
は
、
も
と
も
と
は
五
郎
右
衛
門
が
書
い
た
も
の
を
、
協
力
者
が
写
し
た
も
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の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
（
四
）
の
朱
書
き
部
分
は
ま
ず
、
例
え
ば
「
御
公
方
様
御
病
死
」、「
梁
田
宿
合
戦
爰
に
あ
り
」、「
當
村
旧
地
頭
成
行
之
次
第
」
な
ど
、
見

出
し
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
紙
面
の
空
白
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
文
の
該
当
箇
所
か
ら
や
や
離
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
か

ら
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
井
伊
掃
部
守
御
大
老
」
と
い
う
朱
筆
は
、
該
当
す
る
地
の
文
の
記
述
（「
此
時
御
大
老
井

伊
掃
部
頭
殿
也
」）
の
直
前
で
は
な
く
、
そ
の
数
行
前
の
、
直
接
関
係
の
な
い
引
用
史
料
（
幕
府
の
達
書
）
の
本
文
と
日
付
の
間
の
空
白
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
産
州
」
→
「
薩
州
」、「
栄
太
郎
」
→
「
菊
太
郎
」
な
ど
、
朱
筆
に
よ
る
誤
字
の
訂
正
も
少
々
見
ら
れ
る
。
朱

書
き
部
分
に
も
「
當
村
」
と
い
う
単
語
が
出
て
く
る
の
で
、
大
沼
田
村
の
人
、
恐
ら
く
五
郎
右
衛
門
自
身
が
書
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

後
述
の
狂
歌
も
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
後
か
ら
加
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

五
郎
右
衛
門
が
、
様
々
な
史
料
及
び
地
元
の
大
沼
田
村
に
関
す
る
文
書
に
解
説
を
添
え
て
、
古
い
手
記
の
内
容
と
組
み
合
わ
せ
て
、
他
者

の
協
力
も
得
な
が
ら
一
冊
に
ま
と
め
、
更
に
朱
筆
を
加
え
る
こ
と
で
、
本
史
料
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
概
ね
時
系
列
に
整
理
さ

れ
て
い
る
が
、
順
番
が
前
後
す
る
部
分
も
多
い
。
特
に
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
後
半
の
薩
英
戦
争
及
び
尊
王
攘
夷
運
動
に
関
す
る
一
連
の

内
容
は
、文
久
三
年
の
他
の
事
件
に
関
す
る
記
述
か
ら
遠
く
離
れ
て
、本
史
料
の
後
半
、維
新
後
の
記
述
の
途
中
で
突
如
と
し
て
出
現
す
る
。

時
代
的
に
は
本
来
、文
久
三
年
三
月
の
家
茂
の
上
洛
と
同
年
十
二
月
に
勃
発
し
た
真
忠
組
騒
動
の
間
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
直
前
の「
薩

摩
武
鑑
」
も
、
既
述
の
通
り
、
薩
英
戦
争
関
連
の
も
の
に
付
随
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
史
料
整
理
の
過
程
で
、
あ
た
か
も
こ
の
一
ま
と
ま

り
の
内
容
を
誤
っ
て
違
う
と
こ
ろ
に
入
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
の
順
番
で
写
し
進
ん
だ
か
の
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
大
沼
田
村
関
係
文
書
も
、
全

て
一
八
六
八
年
の
も
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
廃
藩
置
県
な
ど
明
治
四
年
の
記
述
の
後
、
末
尾
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
松
岡
神
社
の
目
録
で
は
、
本
史
料
の
史
料
名
は
表
紙
の
通
り
、「
異
国
船
横
濱
到
来
ニ
付
、
水
戸
様
・
毛
利
様
御
立
腹
ニ
付
、
諸

狼
（
浪
）
人
出
来
始
末
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
本
史
料
の
全
体
像
を
十
分
表
す
も
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の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
に
続
く
序
文
の
よ
う
な
も
の
、「
嘉
永
六
丑
年
ゟ
異
国
船
到
来
ゟ
今
明
治
四
未
年
迠
天
下
混
乱
之
次
第
、
爰

に
印
置
候
」
の
方
が
内
容
を
正
確
に
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
は
少
々
長
い
の
で
、
省
略
し
て
、「
異
国
船
到
来
よ
り
天
下
混
乱
之

次
第
（
明
治
四
年
）」
と
い
う
代
替
の
史
料
名
を
提
案
し
た
い
。

本
史
料
の
価
値

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
か
な
り
複
雑
で
扱
い
に
く
い
も
の
と
言
え
る
。
で
は
、
そ
の
価
値
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

ま
ず
、
大
沼
田
村
関
係
文
書
や
、
五
郎
右
衛
門
自
身
の
述
懐
と
思
わ
れ
る
地
の
文
は
大
沼
田
村
と
野
州
全
体
の
幕
末
維
新
史
の
解
明
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
の
村
人
が
そ
の
時
代
の
混
乱
を
ど
う
生
き
た
か
が
垣
間
見
え
る
。
ペ
リ
ー
来
航
の
結
果
、
下
野
の
村
々
の
役
負

担
が
増
加
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が（

（
（

、大
沼
田
村
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
本
史
料
か
ら
わ
か
る
。嘉
永
七（
一
八
五
四
）

年
初
頭
、
黒
船
の
再
来
航
に
備
え
て
幕
府
が
品
川
沖
に
御
台
場
（
砲
台
）
を
建
造
す
る
に
当
た
っ
て
、
大
沼
田
村
は
御
林
の
伐
り
出
し
を
仰

せ
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
本
稿
の
分
類
で
地
の
文
に
属
す
る
が
、
詳
細
で
あ
る
。
そ
の
節
に
は
普
請
役
の
嶋
崎
勇
三
郎
が
出

役
し
、
長
さ
二
間
半
よ
り
三
間
ま
で
、
末
口
三
寸
よ
り
四
寸
ま
で
の
松
丸
太
一
本
に
つ
き
永
拾
五
文
、
林
よ
り
渡
良
瀬
川
の
猿
田
（
や
え
ん

だ
）
河
岸
ま
で
の
車
力
賃
は
永
四
十
文
、
猿
田
河
岸
よ
り
江
戸
新
橋
ま
で
の
船
運
賃
は
永
六
十
文
で
、
幕
府
が
全
額
を
負
担
し
た
。
大
沼
田

村
の
近
村
か
ら
も
人
足
が
徴
集
さ
れ
、
高
百
石
に
つ
き
松
丸
太
十
本
ず
つ
命
ぜ
ら
れ
、
材
木
を
猿
田
河
岸
ま
で
運
搬
し
た
。
そ
の
際
車
力
人

足
が
動
員
さ
れ
た
村
々
も
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
手
記
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
か
、
当
時
の
記
録

に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
沼
田
村
は
相
給
の
村
で
「
四
給
」、
つ
ま
り
四
人
の
地
頭
（
旗
本
）、
小
栗
上
野
介
忠
順
・
山
木
八
太
郎
・
神
谷
徳
太
郎
・
真
田
造
次
郎

が
分
割
知
行
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
外
国
奉
行
な
ど
、
幕
府
の
要
職
を
歴
任
し
た
小
栗
忠
順
が
維
新
後
の
慶
応
四
年
閏
四
月
、
戊
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辰
戦
争
で
遭
遇
し
た
悲
運
に
関
す
る
記
述
も
興
味
深
い
。「
爰
に
あ
わ
れ
と
申
ハ
當
村
知
行
い
た
し
候
小
栗
上
野
介
殿
」
と
始
ま
り
、
こ
う

続
く
。
小
栗
は
、
も
う
一
つ
の
知
行
所
の
上
州
権
田
村
に
土
着
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
百
姓
の
打
ち
こ
わ
し
を
鎮
圧
し
た
が
、
そ
の
後
、
官
軍

が
小
栗
の
居
村
に
押
し
寄
せ
、「
小
栗
若
殿
様
」（
養
子
の
又
一
）
を
高
崎
城
に
召
し
出
し
、
小
栗
が
大
砲
二
挺
・
金
子
三
千
両
差
し
出
し
て

降
参
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
栗
を
召
し
捕
っ
て
、
権
田
村
の
南
に
あ
る
三
之
倉
と
い
う
所
で
「
家
来
諸
共
六
人
打
首
ニ
い
た
し
、
若
殿

も
高
崎
に
お
ゐ
て
打
首
ニ
相
成
申
候
」
と
あ
る
。
そ
し
て
小
栗
の
家
内
の
者
共
は
越
後
国
へ
落
ち
、
そ
れ
よ
り
会
津
へ
落
ち
た
と
続
く
。

概
ね
正
確
な
内
容
で
あ
る（

（1
（

。
自
分
の
村
の
殿
様
だ
っ
た
だ
け
に
、
五
郎
右
衛
門
が
小
栗
の
悲
惨
な
最
期
を
「
あ
わ
れ
」
と
思
っ
た
の
は
当
然

だ
ろ
う
。
な
お
、
小
栗
の
死
去
に
つ
い
て
は
再
度
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
時
期
は
五
月
中
で
、
打
ち
首
に
な
っ
た
の
は
高
崎
だ
っ
た
な
ど
、

内
容
が
や
や
錯
綜
し
て
い
る（

（1
（

。

　

五
月
に
は
、
大
沼
田
村
に
お
け
る
小
栗
の
旧
領
地
は
明
治
政
府
に
よ
っ
て
上
地
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
大
沼
田
村
の
「
外
三
給
」（
山
木
八

太
郎
領
・
神
谷
徳
太
郎
領
・
真
田
造
次
郎
領
）
と
は
別
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
政
府
が
そ
の
後
、
旧
旗
本
領
を
一
斉
に
直
轄

地
と
し
た
際
、「
外
三
給
」
は
「
籏
下
上
地
」
と
唱
え
ら
れ
た
の
に
、
小
栗
の
旧
領
地
は
「
在
来
」
と
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
在
来
」
と

唱
え
ら
れ
た
と
は
お
そ
ら
く
、従
来
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
た
、と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
実
際
、『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
で
は
、

大
沼
田
村
は
真
田
造
次
郎
・
神
谷
徳
太
郎
・
山
本
八
太
郎
（
山
木
八
太
郎
の
誤
り
だ
ろ
う
）
の
三
人
の
知
行
所
、
及
び
「
山
内
源
七
郎
支
配

所
」
と
な
り（

（1
（

、
小
栗
上
野
介
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
山
内
源
七
郎
が
真
岡
代
官
所
の
代
官
だ
っ
た
の
で
、「
山
内
源
七
郎
支
配
所
」

は
真
岡
代
官
所
支
配
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
て
小
栗
の
領
有
は
過
去
に
遡
っ
て
否
定
さ
れ
た
。
な
お
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
山
内
源

七
郎
も
小
栗
同
様
、
明
治
新
政
府
に
恭
順
を
表
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
月
に
官
軍
に
よ
っ
て
斬
首
さ
れ
た（

（1
（

。

　

本
史
料
は
、
他
に
も
大
沼
田
村
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
解
明
に
役
立
つ
情
報
を
多
く
含
む
。
ま
た
、
本
史
料
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
幕
末
・

維
新
期
の
激
動
が
普
通
の
村
の
レ
ベ
ル
で
ど
う
見
ら
れ
た
か
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
五
郎
右
衛
門
は
明
治
維
新
が
も
た
ら
し
た
世
の
中
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の
変
化
を
悲
観
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
過
ぎ
去
っ
た
江
戸
時
代
を
、「
武
州
足
立
郡
花
之
江
戸
ニ
お
ゐ
て
寛
永
年
中
ゟ
今
慶
應
四
年
辰
三

月
迠
、
凡
弐
百
八
十
年
之
間
、
打
續
天
下
泰
平
ニ
而
安
楽
ニ
暮
し
け
る
」
と
古
き
良
き
時
代
と
し
て
懐
か
し
み
、
幕
府
滅
亡
後
、「
人
々
お

も
ひ
々
々
ニ
成
行
事
、
な
さ
け
な
き
事
と
も
成
行
け
る
」
と
嘆
い
た
。
佐
幕
派
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
、
徳
川
の
天
下
に
素
朴
な
愛
着
を
覚

え
た
よ
う
で
あ
る
。

　

維
新
後
の
旧
旗
本
の
成
り
行
き
に
関
す
る
指
摘
も
厳
し
い
。
旧
旗
本
の
中
に
は
、
徳
川
宗
家
を
継
い
だ
徳
川
亀
之
助
（
家
達
）
に
従
い
駿

府
藩
に
移
住
し
た
者
も
あ
れ
ば
、徳
川
家
と
の
縁
を
断
ち
、「
朝
臣
」
と
な
っ
た
者
も
あ
っ
た（

（1
（

。
な
お
、「
朝
臣
」
は
「
王
臣
」
と
も
呼
ば
れ
、

本
史
料
で
は
「
王
臣
」
を
「
皇
臣
」
と
表
記
し
て
い
る（

（1
（

。

さ
て
、
旧
旗
本
に
つ
い
て
五
郎
右
衛
門
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
主
君
を
重
ん
じ
徳
川
様
へ
付
て
駿
府
へ
御
供
仕
候
御
籏
本
ハ
大
キ
に
立
身
仕
候
。
皇
臣
ニ
相
成
候
者
ハ
誠
に
々
々
あ
あ
れ（
あ
わ
れ
）な
り
」

駿
府
に
移
住
し
た
元
旗
本
が
「
立
身
」
し
た
と
は
、
駿
府
藩
で
そ
れ
な
り
の
役
職
に
就
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
皇
臣
」

に
な
っ
た
者
も
結
局
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
、
一
旦
安
堵
さ
れ
た
知
行
所
を
召
し
上
げ
ら
れ
、「
御
当
人
は
駿
府
之
御
城
主
徳
川
亀

之
助
様
へ
御
引
渡
し
ニ
相
成
、
何
と
も
あ
あ
れ
（
あ
わ
れ
）
な
り
け
る
次
第
也
」
と
あ
る
。
知
行
所
が
没
収
と
な
っ
た
の
は
厳
密
に
い
う
と

明
治
三
年
で
は
な
く
二
年（

（1
（

、
ま
た
、
一
旦
朝
臣
に
な
っ
た
者
が
後
か
ら
駿
府
藩
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
が
、
旧
旗
本
の
没
落

が
ど
う
捉
え
ら
れ
た
か
を
伝
え
る
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。
五
郎
右
衛
門
は
さ
ら
に
こ
う
続
け
る
。

「
右
之
次
第
ヲ
見
て
ハ
、
已
来
は
主
君
は
大
切
の
物
と
末
々
之
者
迄
心
懸
可
申
候
」

こ
こ
の
「
主
君
」
は
も
ち
ろ
ん
徳
川
家
を
指
す
。「
皇
臣
」
が
そ
の
主
君
を
大
切
に
し
な
か
っ
た
か
ら
あ
わ
れ
な
目
に
遭
っ
た
の
だ
と
い
う

意
味
が
読
み
取
れ
る
。
五
郎
右
衛
門
は
尊
王
よ
り
も
封
建
的
主
従
関
係
、
特
に
徳
川
家
に
対
す
る
忠
誠
の
方
が
大
事
だ
と
思
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
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五
郎
右
衛
門
に
と
っ
て
は
政
情
不
安
が
米
価
に
及
ぼ
す
影
響
も
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
。
冒
頭
で
、「
天
下
乱
而
混
雑
仕
候
節
者
穀
物
髙
直

ニ
相
成
候
義
、
元
ゟ
有
之
義
也
」
と
指
摘
し
、
幕
府
崩
壊
の
際
も
米
価
が
暴
騰
し
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
向
後
若
又
天
下
混
乱
有
之

候
ハ
ヽ
、惣
穀
（
穀
物
の
値
段
の
意
か
）
用
心
可
致
候
」
と
危
惧
し
て
い
る
。
明
治
新
政
府
の
出
現
で
必
ず
し
も
世
情
が
安
定
す
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
朱
書
き
で
狂
歌
が
続
く
。

「
米
両
ニ
八
九
舛
致
候
時　

此
米
者
風
を
引
た
か
八
九
舛　

早
く
直
し
て　

四
五
斗
さ
せ
た
い
」（
こ
の
米
は
風
邪
を
引
い
た
か
八
九
舛
（
は

く
し
ょ
う
）　

早
く
直
し
て　

四
五
斗
（
し
ご
と
）
さ
せ
た
い
）

五
郎
右
衛
門
自
身
の
作
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
当
時
の
庶
民
の
感
覚
や
頓
知
が
よ
く
伝
わ
る
。

　

ま
た
、
本
史
料
に
は
、
事
実
誤
認
も
多
々
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
却
っ
て
、
も
う
一
つ
の
価
値
が
潜
ん
で
い
る
。
次
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
六
月
、
ペ
リ
ー
来
航
直
後
に
将
軍
徳
川
家
慶
は
死
去
し
た
が
、
そ
れ
を
知
ら
せ
る
幕
府
の
達
書
な
ど
一
連
の
関
係

す
る
引
用
史
料
に
続
き
、
次
の
地
の
文
が
あ
る
。

「
此
公
方
様
異
国
船
渡
来
ニ
付
、
毒
害
ニ
て
相
果
給
ふ
也
、
此
時
御
大
老
井
伊
掃
部
頭
殿
也
」

異
国
船
の
到
来
に
つ
い
て
諸
役
人
は
評
議
を
し
た
け
れ
ど
、
意
見
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
の
で
、「
公
方
様
へ
毒
薬
相
用
候
者
有
之
、
右
公
方

様
御
中
暑
与
申
し
、
毒
害
ニ
而
相
果
給
ふ
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
家
慶
が
毒
殺
さ
れ
、
死
因
は
中
暑
（
暑
気
あ
た
り
）
と
偽
ら
れ
た
と
い

う
。

　

当
時
の
大
老
は
井
伊
掃
部
頭（
井
伊
直
弼
）で
あ
っ
た
と
あ
る
の
は
む
ろ
ん
誤
り
で
、大
老
に
な
っ
た
の
は
五
年
後
の
安
政
五（
一
八
五
八
）

年
四
月
で
あ
る
。
一
方
、
同
年
七
月
に
家
慶
の
次
の
将
軍
・
家
定
が
死
去
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
家
慶
と
家
定
、
嘉
永
六
年
の
出
来
事
と
安

政
五
年
の
出
来
事
が
混
同
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
家
慶
に
し
て
も
家
定
に
し
て
も
、
毒
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
よ
う

な
の
で
、
単
な
る
デ
マ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
家
定
が
死
去
し
た
際
、
毒
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
無
根
の
噂
が
大
奥
の
中
で
立
っ
た
よ
う
で
あ
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静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

る（
（1
（

。
そ
れ
が
世
間
に
広
ま
り
、
巡
り
巡
っ
て
こ
の
錯
綜
し
た
記
述
と
な
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

怪
情
報
や
デ
マ
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
が
当
時
も
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
本
史
料
か
ら
窺
え
る
。

　

慶
応
四
年
一
月
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
敗
れ
た
徳
川
慶
喜
が
江
戸
に
逃
亡
し
た
状
況
を
描
い
た
記
事
に
も
疑
わ
し
い
点
が
見
受
け
ら
れ

る
。
蒸
気
船
に
乗
り
、
江
戸
表
に
逃
げ
た
と
こ
ろ
、
天
璋
院
様
と
和
宮
様
お
二
方
「
御
立
腹
ニ
而
、
御
城
ニ
入
給
ふ
事
相
不
叶
、
御
殿
山
へ

四
・
五
日
野
宿
い
た
し
候
由
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
。
実
際
に
は
、
慶
喜
は
一
月
十
一
日
軍
艦
に
て
品
川
沖
に
着
き
、
翌
日
の
巳
の
半
刻
（
午

前
十
一
時
頃
）
に
江
戸
城
の
西
の
丸
に
入
っ
て
い
る（

（1
（

の
で
、
天
璋
院
と
和
宮
の
逆
鱗
に
触
れ
て
入
城
で
き
ず
、
数
日
間
野
宿
し
た
と
い
う
記

述
は
も
ち
ろ
ん
事
実
と
違
う
。

　

明
治
天
皇
に
つ
い
て
も
、
芳
し
く
な
い
噂
が
載
っ
て
い
る
。
明
治
三
年
か
ら
「
天
子
様
江
戸
ニ
而
新
吉
原
へ
行
、
且
又
柳
橋
之
藝
者
ニ
戯

れ
」
て
い
る
と
あ
り
、
甚
だ
不
行
跡
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
う
い
う
噂
が
流
れ
て
い
た
こ
と
自
体
が
興

味
深
い
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
江
戸
が
東
京
と
改
名
さ
れ
て
足
掛
け
三
年
に
な
る
が
、
依
然
と
し
て
「
江
戸
」
と
呼
ん
だ
あ
た
り
は
徳
川
の

天
下
に
未
練
を
残
し
た
五
郎
右
衛
門
ら
し
い
と
も
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
は
、
大
沼
田
村
の
み
な
ら
ず
、
野
州
全
体
の
幕
末
維
新
史
に
光
を
当
て
、
ま
た
一
方
で
は
、
当
時
の
世
論
や
庶
民

感
覚
を
伝
え
、
更
に
他
方
で
は
当
時
流
布
し
た
噂
や
デ
マ
を
色
濃
く
反
映
す
る
等
、
煩
雑
さ
に
紛
れ
な
が
ら
も
、
本
史
料
に
は
意
外
な
価
値

が
隠
れ
て
い
る
。

松
岡
神
社
に
伝
来
し
た
経
緯

　

最
後
に
、
本
史
料
が
松
岡
神
社
に
伝
来
し
た
経
緯
を
検
討
す
る
。
確
証
は
得
が
た
い
が
、
一
つ
の
仮
説
を
提
案
し
た
い
。

　

前
記
の
通
り
、
大
沼
田
村
は
四
給
で
、
地
頭
が
四
人
い
た
。
そ
の
う
ち
、
小
栗
上
野
介
は
維
新
後
、
新
政
府
軍
に
よ
っ
て
斬
殺
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
史
料
に
よ
る
と
、
神
谷
徳
太
郎
は
「
駿
河
へ
御
供
申
候
」、
つ
ま
り
徳
川
亀
之
助
の
お
供
を
し
て
、
駿
府
藩
に
移
住
し
た
。
明
治
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元
年
の
こ
と
だ
ろ
う
。
山
木
八
太
郎
は
「
皇
臣
」（
朝
臣
）
と
な
っ
て
江
戸
に
住
み
、そ
の
後
「
奥
州
縣
」（「
奥
州
県
」
は
存
在
し
な
い
の
で
、

「
奥
州
に
あ
る
県
」
の
意
か
）
に
移
住
し
た
。
そ
し
て
真
田
造
次
郎
（「
造
二
郎
」
と
も
表
記
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
先
知
行
迫
間
村
へ
住
居
致
シ
、
明
治
三
年
三
月
帰
参
ヲ
願
、
駿
府
忰
録
太
郎
殿
参
り
、
造
二
郎
殿
家
内
三
人
ハ
未
タ
迫
間
村
罷
居
申
候
」

つ
ま
り
真
田
造
次
郎
は
旧
知
行
所
の
迫
間
村
（
は
ざ
ま
む
ら
、
現
・
足
利
市
）
に
居
住
し
、
家
族
三
人
で
未
だ
迫
間
村
に
い
る
。「
明
治
三

年
三
月
帰
参
ヲ
願
、
駿
府
忰
録
太
郎
殿
参
り
」
は
や
や
難
解
だ
が
、「
明
治
三
年
三
月
帰
参
を
願
い
、
駿
府
へ
忰
録
太
郎
殿
が
参
り
」
と
補
っ

て
読
む
と
、
真
田
造
次
郎
の
子
息
で
あ
る
録
太
郎
が
明
治
三
年
三
月
、
徳
川
氏
へ
の
帰
参
を
願
い
、
駿
府
に
参
っ
た
、
と
解
釈
で
き
る
。
家

族
を
迫
間
村
に
残
し
て
駿
府
藩
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
真
田
録
太
郎
は
造
次
郎
の
嫡
子
だ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
元
年
八
月
十
四
日

に
家
督
相
続
を
し
て
い
る（

（1
（

。

　

大
沼
田
村
の
元
地
頭
及
び
そ
の
家
族
の
う
ち
、二
人
、つ
ま
り
神
谷
徳
太
郎
及
び
真
田
造
次
郎
忰
録
太
郎
が
松
岡
神
社
の
あ
る
駿
河
国
（
静

岡
県
）
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
五
郎
右
衛
門
は
大
沼
田
村
の
中
で
も
、
神
谷
徳
太
郎
の
知
行
所
で
組
頭
、
の
ち
に
名
主
を
務

め
た
の
で
、
自
身
の
殿
様
は
厳
密
に
い
う
と
神
谷
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
神
谷
徳
太
郎
お
よ
び
真
田
録
太
郎
は
駿
府
藩
で
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
文
献
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神

谷
徳
太
郎
は
神
谷
清
直
と
も
言
い
、
明
治
二
年
、
相
良
奉
行
支
配
割
付
と
な
っ
た（

（2
（

。
駿
府
藩
で
は
、
移
住
し
た
旧
幕
臣
が
各
地
の
奉
行
の
も

と
で
勤
番
組
と
い
う
組
織
に
編
成
さ
れ
た
が（

（2
（

、
相
良
奉
行
支
配
割
付
と
は
、
相
良
の
勤
番
組
に
配
属
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
真
田
録

太
郎
も
や
は
り
、
明
治
三
年
三
月
十
五
日
、
相
良
勤
番
組
配
属
と
な
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
は
、
明
治
三
年
三
月
に
録
太
郎
が
駿
府
に
参
っ
た
と
い
う

本
史
料
の
記
述
と
合
致
す
る
。

　

つ
ま
り
神
谷
徳
太
郎
ま
た
は
真
田
録
太
郎
を
通
し
て
、
こ
の
史
料
が
静
岡
に
伝
わ
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
神
谷
徳
太
郎
が
五
郎

右
衛
門
の
殿
様
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
神
谷
ル
ー
ト
が
有
力
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
神
谷
が
駿
府
藩
に
移
住
し
た
の
は
明
治
元
年
、
本
史
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静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

料
が
成
立
し
た
の
は
明
治
四
年
末
だ
か
ら
、
神
谷
が
移
住
の
際
に
持
参
し
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
移
住
後
、
神
谷
が
五
郎
右
衛
門
と
連
絡

を
取
り
合
い
、
明
治
四
年
以
降
、
五
郎
右
衛
門
が
神
谷
に
何
ら
か
の
形
で
渡
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
連
絡
を
取
り
合
っ
た
と
す

る
と
、
駿
府
に
移
住
し
た
元
旗
本
は
立
身
出
世
を
し
た
な
ど
、
駿
府
藩
に
関
す
る
肯
定
的
な
記
述
の
情
報
源
は
神
谷
で
あ
っ
た
と
も
推
測
で

き
る
。

　

本
史
料
の
表
紙
に
は
松
岡
万
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
松
岡
自
身
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
松
岡
は
明
治
元
年
に
駿

府
に
移
住
し
た（

（2
（

。
神
谷
徳
太
郎
と
の
接
点
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
史
料
は
作
成
者
の
五
郎
右
衛
門
か
ら
神
谷
徳
太
郎
に

渡
り
、
神
谷
徳
太
郎
か
ら
松
岡
万
に
渡
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
。
こ
れ
は
し
か
し
、
一
つ
の
可
能
性
で
し
か
な
く
、
本
史
料
が
全
く
違

う
経
路
で
松
岡
の
手
に
入
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

註（
1
）	『
太
政
官
日
誌
』
明
治
四
年
第
九
十
三
号
、
十
一
月
十
四
日
の
布
告
。
石
井
良
助
編
『
太
政
官
日
誌
』
第
五
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
四
一
九
─

四
二
一
頁
。

（
2
）	「
源
田
」
は
お
そ
ら
く
「
げ
ん
だ
」
と
読
む
。
森
岡
浩
編
『
全
国
名
字
大
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
と
、「
源
田
」（
げ
ん
だ
）
は
栃
木
県
、

特
に
足
利
市
に
多
い
。
ネ
ッ
ト
上
の
『
日
本
姓
氏
語
源
辞
典
』「
源
田
」
も
参
照
。

	
https://nam

e-pow
er.net/fn/%

E6%
BA

%
90%

E7%
94%

B0.htm
l

	

明
治
三
年
、
平
民
の
名
字
公
称
が
許
さ
れ
た
後
に
、
五
郎
右
衛
門
は
「
源
田
」
を
名
乗
っ
た
か
。

（
3
）	

た
と
え
ば
、
本
文
の
「
也
」
と
奥
書
の
「
書
之
置
者
也
」
の
「
也
」
の
崩
し
方
が
酷
似
し
て
い
る
。

（
4
）	「
薩
摩
秘
鑑
」
あ
る
い
は
「
薩
摩
武
鑑
」
と
あ
る
が
、
前
者
は
写
し
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）	

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
図
書
室
の
小
野
秀
雄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
「
御
上
洛
ニ
付
拝
領
銀
被
下
置
候
事
」（
将
軍
関
係 N

010

）。
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http://w
w
w
.lib.iii.u-tokyo.ac.jp/collection/ono_k/6.htm

l#N
010

（
6
）	『
岩
倉
公
実
記
』
上
巻
、
七
九
一
頁
。
返
り
点
は
原
文
の
ま
ま
だ
が
、
読
点
を
補
っ
た
。

（
7
）	
例
え
ば
、「
當
村
ニ
而
鉄
炮
方
人
足
ニ
罷
出
候
者
、
中
根
ニ
而
源
田
房
松
、
鷹
巣
ニ
而
小
野
嶋
之
助
・
亀
山
文
吉
・
番
人
定
二
郎
、
磯
入
ニ
而
大
木
岩
二
郎
・

植
竹
長
松
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
中
根
・
鷹
巣
・
磯
入
は
い
ず
れ
も
大
沼
田
村
の
字
で
あ
る
。『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』、「
栃
木
県
：
足
利
市　

大
沼
田
村
」

の
項
目
参
照
。

（
8
）	

文
久
三
年
に
関
す
る
記
述
と
、
時
代
が
ず
れ
る
徳
川
幕
府
滅
亡
に
関
す
る
記
述
が
同
じ
一
丁
に
続
い
て
い
る
の
で
、
単
な
る
乱
丁
の
可
能
性
は
な
い
。

（
9
）	

足
利
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
近
代
足
利
市
史
』
第
一
巻　

通
史
編
（
一
九
七
七
年
）、
八
一
〇
─

八
一
二
頁
、
栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
栃
木
県
史
』
通

史
編
５
・
近
世
二
（
一
九
八
四
年
）、
一
一
九
四
─

一
一
九
五
頁
参
照
。

（
10
）	

小
栗
忠
順
の
死
去
に
つ
い
て
は
、
村
上
泰
賢
「
小
栗
忠
順
の
斬
首
」（
村
上
泰
賢
編
『
小
栗
忠
順
の
す
べ
て
』、
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）
一
七
七
─

一
九
〇
頁
参
照
。

（
11
）	

こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
岩
下
哲
典
「
幕
末
情
報
社
会
と
小
栗
上
野
介
」（『
た
つ
な
み
』
第
四
十
一
号
、
二
〇
一
六
年
）、
二
三
─

二
四
頁
参
照
。

（
12
）	

木
村
礎
校
訂
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』 

関
東
編
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
五
三
二
頁
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

で
も
検
索
可
能
。

	
https://w

w
w
.rekihaku.ac.jp/up-cgi/set_conditionrd.pl?h=./history/w

11550573590_46604&
p=param

/kyud/db_param

（
13
）	

栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
栃
木
県
史
』
通
史
編
６
・
近
現
代
（
一
九
八
二
年
）、
三
二
─

三
四
。
山
内
源
七
郎
崇
正
に
つ
い
て
は
小
川
恭
一
編
著
『
寛
政
譜

以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
５
巻
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
八
年
）、
二
九
七
四
頁
参
照
。

（
14
）	

樋
口
雄
彦
『
幕
臣
た
ち
は
明
治
維
新
を
ど
う
生
き
た
の
か
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
六
年
）、
一
四
頁
。

（
15
）	『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
「
王
臣
・
皇
臣
」
の
項
目
参
照
。「
朝
臣
」
と
「
王
臣
」
が
同
意
義
で
使
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、『
復
古
記
』
第
二
巻
、

四
八
一
頁
参
照
。
明
治
元
年
八
月
の
下
野
国
の
旧
旗
本
知
行
所
に
対
す
る
布
告
で
も
、「
王
臣
」
が
「
朝
臣
」
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
て
い
る
。
栃
木
県
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
・
近
現
代
一
（
一
九
七
六
年
）、
六
三
頁
。

（
16
）	

明
治
二
年
十
二
月
二
日
。『
太
政
官
日
誌
』
明
治
二
年
第
百
九
号
、
十
二
月
二
日
の
布
告
。
石
井
良
助
編
『
太
政
官
日
誌
』
第
三
巻
（
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
〇
年
）、
五
六
七
─

五
六
九
頁
。

（
17
）	

畑
尚
子
『
幕
末
の
大
奥
：
天
璋
院
と
薩
摩
藩
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
一
四
─

一
一
六
頁
。



九
七

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
の
松
岡
神
社
史
料
に
つ
い
て
（
一
）

（
18
）	
渋
沢
栄
一
『
徳
川
慶
喜
公
伝
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
八
年
）
４
、一
一
四
頁
。

（
19
）	
前
掲
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
３
巻
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
）、
一
二
八
九
頁
。

（
20
）	
前
田
匡
一
郎
『
駿
遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
第
五
編
（
羽
衣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
七
八
─

一
七
九
頁
。

（
21
）	

静
岡
県
編
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
５
近
現
代
一
（
一
九
九
六
年
）、
二
一
─

二
四
頁
。

（
22
）	

前
掲
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
３
巻
、
一
二
八
九
頁
。

（
23
）	

日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
九
一
四
頁
。

�

（
未
完
）




